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『人は人を浴びて人になる』  

                                          校長  森田  芳栄   

子供たちの水筒が、カランカランと心地よい音を鳴らしながら揺れています。「暑いだろ

う」と、おうちの方が水筒にたくさん氷を入れてくださったのでしょう。そんな家庭での朝の

一コマを想像しながら、登校してくる子供たちの表情を眺めてその音を聞いていると、暑さも

我慢することができました。今年は雨らしい雨が降らないまま梅雨が明け、酷暑に突入です。  

今日で１学期が終わりました。大きなけがや事故もなく、無事に終えることができたのも、

保護者や地域の皆様の温かい見守りのおかげです。本当にありがとうございます。  

朝の登校時は、屋敷酒店の交差点で保護者のみなさまが交通整理をしてくださっています。

交通当番の後、学校に戻って来られた保護者の方と、「お仕事の時間は間に合われるだろう

か」「さぞ暑かったでしょう」そんな申し訳なさとありがたさで言葉を交わすと、信じられな

いくらいの笑顔で「こちらこそありがとうございます」とおっしゃってくださいます。子供た

ちの元気な姿と保護者の皆様の笑顔と言葉に、私は１日の元気をもらっています。また、それ

ぞれの地域の横断歩道や危険箇所にはパトロール隊のみなさま、そして、子供たちの登下校時

刻に合わせて家の前に出てくださっている地域のみなさま、博

労校区のたくさんの「人」に見守られていることを実感してい

ます。  

さて、１学期は、地域の方々と一緒にたくさん学習すること

ができました。吉村さんとの教員研修に始まり、全校遠足、松

本館長さんとの６年生ふるさと学習、清水さんとの陸上練習、

田さんとの水辺の安全教室、「やまたちばな」ボランティアさ

んとの３年生地域学習、増山さんとの４年生そろばん学習な

ど、大変充実した学習を展開することができました。２学期は

さらに『おたから人材バンク』などを活用しながら、幅広く学

習の質を高めていきたいと思います。  

子供たちは、自分がしてもらってうれしかったことや心地よ

かった経験は次の行動に活かそうとします。人は、人とのつな

がりの中で学び、成長し、人と関わりながら優しさや温かさを

育んでいきます。明日から 33 日間の夏休み。人とのつながりの

中で多くの経験を積んでほしいと思います。  

 

 

     「ばくろう思い出館」開館のお知らせ  

 

１  開 館 日  令和７年８月 14 日（木）  

２  開館時間   午前９時 30 分～午後４時  

３  内   容   明治から、大正、昭和、平成、令和の作品展示  

４  備   考   体育館下のばくろう思い出館出入口をご利用く  

ださい。  

～各自治会で「開館のお知らせ」を回覧中です。ぜひご覧ください。～  



教育振興会総会 ７月 10 日 

 博労小学校教育振興会の総会が 10 日に行われました。博労小学
校は、教育振興会により教育活動をご支援いただいています。教育

振興会は校区の自治会長様方で構成されています。学習環境整備や
様々な教育活動推進のためにご尽力いただくなど、物心両面で地域

に支えられている学校なのです。 
 昨年は、赤色と黄色のワンタッチテントを購入させていただきま

した。運動会では大活躍！色団ごとのテントが揃い、子供たちの士気も上がり大喜びでし
た。今年は、経年劣化していたステージの中幕を新調していただくことになりました。学習

発表会でのお披露目となります。ステージ発表をどうぞお楽しみに！ 
 

学習専用端末を持ち帰ります 

 夏休みに学習専用端末を持ち帰ります。使い方や約束についてはお知らせを配布しており

ます。どの学年も端末を使用する課題が出ていますので、適切な使用を見守ってください。  
なお、９月中旬より学習専用端末が更新されます。使用についての同意書を提出いただき

ありがとうございました。スムーズな移行に向け、校内でも教員研修を進めていきます。 
 

家庭学習・自主学習をがんばる博労っ子 

 博労っ子には、毎日こつこつと自主学習を頑張る子が多いと感じます。学級前廊下に

は、自主学習ノートが掲示してあります。先生から与えられたことではなく、自分の得

意不得意を把握して『学び』の開拓をしている子がたくさんいて驚きます。  

 家庭で学習する習慣が定着するまでは、親子の根比べともいえます。時に厳しく、温

かい目で見守り、お子さんの自主学習の芽を伸ばしてあげてください。  

🔶家庭学習の必要性🔶 

 

 

 

 

 

 

 

 
★「ドイツの心理学者エビングハウスの忘却曲線」 

 記憶は 20 分後におよそ 42％を忘れ、１時間後で
およそ 56％、９時間後でおよそ 64％を忘れるそう

です。学習したことを忘れる前に繰り返し反復する
ことで理解はより確かなものになっていきます。そ

の意味で、家庭学習は大切な意味をもちます。  
 

みんなおいでよ！８／３（日）博労校下児童クラブ 夏休み子どもまつり 

 博労校下児童クラブ連絡協議会主催による『夏休み子どもまつり』が８月３日（日）

に行われます。博労校下食生活改善推進員、高岡市消防団博労分団、児童育成クラブに
よる料理教室や消防車乗車体験、ものづくり体験、ビンゴやゲームなどたくさんの方々

が子供たちのために催してくださいます。博労校区老人クラブ連合会、体育振興会協賛
による e スポーツ体験やスポーツ体験もあり、とっても楽しいですよ。今年は子供たち

がお手伝いに入ったり、博労っ子コーナー（３年生有志によるしおりづくり）を担当し
たりと、運営にも参加させていただきます。当日参加も大大大歓迎！博労っ子みんなで

子どもまつりを盛り上げよう！（チラシは本校 HP にもアップされています）  

＜学力向上の面から＞  
 学習したことを確実に身に付ける
には、その日のうちに家庭で復習す
ると効果が上がります。より速く、
正確に計算したり、より正しく文字
を書いたりする力は、一朝一夕には
育ちません。毎日、授業の復習を家
庭で継続していくことが大切です。  

＜社会的背景から＞  
 よりよい生活習慣や学習習慣をし
っかりと身に付けることが、自立へ
の基礎を培うことにつながります。
家庭学習では、自分が向上すること
のうれしさや、人から認められるこ
との喜び、また、それらを支えるや
る気を身に付けることができます。  

＜中学年自主学習ノート展
＞  


